
令和６年度 第２回留萌地域づくり連携会議 開催概要 

 

日 時：令和７年１月 28日 

場 所：書面開催 

参加者：【市町村】 

留萌市、増毛町、小平町、苫前町、羽幌町、初山別村、遠別町、天塩町 

    【民間団体】 

留萌商工会議所、留萌観光連盟、留萌管内漁業協同組合長会、るもい農業協同組合、

留萌管内商工会連合会、留萌金融協会 

    【国・道】 

北海道開発局留萌開発建設部、留萌振興局 

 

１ 議 事 

（１） 次期道北連携地域政策展開方針（原案）について【留萌振興局】 

（２） 次期道北連携地域づくり推進ビジョン（案）について【留萌開発建設部】 

 

＜意見等＞ 別紙のとおり 



別紙

議事 発言者 意見等 回答者 回答

留萌観光連盟

体験観光などの表現はありますが、アウトドア観光

やサイクルツーリズムなど、より具体的な表現が

もっと掲載されても良いと考えます。

※上記については、所感が本意です。

　　必ずしも今回の方針に反映すべしというより

も、今後の参考にしていただければ幸いです。

留萌振興局

「魅力ある地域資源を活かした来訪促進プロジェクト」の「■

広域周遊観光や体験・滞在型観光等の推進（P.25）」において、

サイクルツーリズムなどの具体的な表現を掲載しているほか、

「るもいの「食」「自然」を活かした関係人口の創出・拡大プ

ロジェクト」の「広域周遊観光や体験・滞在型観光等の推進

（P.45)」においても、SUPやキャンプイベントの写真などの掲

載を行っています。

留萌観光連盟

　観光は多様で裾野の広い業種が関わる北海道の総

合産業であると言われています。地域づくりとの関

係も深く地域全体で稼ぐチャンスでもあることを明

記しても良いかと思います。

※上記については、所感が本意です。

　　必ずしも今回の方針に反映すべしというより

も、今後の参考にしていただければ幸いです。

留萌振興局

　ご意見につきましては、本方針に記載の上、対応が必要と考

えており、るもいの「食」「自然」を活かした関係人口の創

出・拡大プロジェクト」において、各種施策等を記載していた

ところですが、ご意見の趣旨を踏まえ、持続可能な地域づくり

につなげることを明記するため、以下のとおり、本方針の一部

を修文いたします。

　政策展開方針P.44『るもいの「食」「自然」を活かした関係人

口の創出・拡大プロジェクト　○目的 』欄７行目

『～関係人口の創出・拡大を図るとともに、地域の産業振興に

つなげていきます。』を

『～関係人口の創出・拡大を図るとともに、地域の産業振興に

より、持続可能な地域づくりにつなげていきます。 』に

修正

留萌観光連盟

　関係人口の記載があり、良いのですが、交流人口

拡大も記載があると良いと思います。

※上記については、所感が本意です。

　　必ずしも今回の方針に反映すべしというより

も、今後の参考にしていただければ幸いです。

留萌振興局

　「るもいの「食」「自然」を活かした関係人口の創出・拡大

プロジェクト」については、その名のとおり、関係人口の創

出・拡大を目的としているため、「交流人口拡大」という記載

ではなく、「関係人口の創出・拡大」という記載を行っている

ところです。

　なお、「関係人口の拡大・創出」のためには、交流人口を拡

大した上で、地域との関わりがより強い関係人口に繋げていく

取組が必要であると認識しています。

　つきましては、関係人口の創出・拡大につなげるため、交流

人口の拡大を含めた取組を進めてまいります。

るもい農業

協同組合

　留萌管内は人口減少や少子高齢化が進み、地域農

業を担う人材不足により持続可能な農業が出来なく

なります。

　早急に農業所得が確保され、安心して営農が出来

る環境づくりが必要であると考えます。

留萌振興局

　ご意見につきましては、本方針に記載の上、対応が必要と考

えており、るもいの「食」「自然」を活かした関係人口の創

出・拡大プロジェクト」において、各種施策等を記載していた

ところですが、ご意見の趣旨を踏まえ、持続可能な地域づくり

につなげることを明記するため、以下のとおり、本方針の一部

を修文いたします。

　政策展開方針P.44『るもいの「食」「自然」を活かした関係人

口の創出・拡大プロジェクト　○目的 』欄７行目

『～関係人口の創出・拡大を図るとともに、地域の産業振興に

つなげていきます。』を

『～関係人口の創出・拡大を図るとともに、地域の産業振興に

より、持続可能な地域づくりにつなげていきます。 』に

修正

（２） 次期道北

連携地域づくり

推進ビジョン

（案）について

留萌観光連盟

　サイクルツーリズムやシーニックバイウェイとの

連携は、現在留萌市をはじめとするエリア一帯のア

ウトドア事業の文脈との親和性が高く素晴らしいと

思います。他方、その導線の拠点である道の駅は地

域にとっては数少ない発着点です。すでに第３ス

テージに向けた地方創生の核となることが求められ

ていることから、道の駅第３ステージに合った機能

強化、整備促進、道の駅間、地域との連携について

も記載があって良いかと思います。

留萌開発建設部

　ご意見ありがとうございます。いただいたご意見につきまし

ては、次回以降の「道北連携地域づくり推進ビジョン」への参

考とさせていただきます。

（１） 次期道北

連携地域政策展

開方針（原案）

について


